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都市河川の水辺環境が周辺大気に及ぼす熱的な影響

黒見雄紀•佐藤典人

都市河川に臨む水辺市街地の温熱環境に対して現地での気象観測をベースに小気候学的な視点から追究し

た調杢対象として着目した地域は，荒川，および隅田川の流路に囲まれている東京・北千住地区である．

河川水体の大気に及ぼす熱的な影響は，市街地大気の昇温を緩和する点で無視できない． とくに夏季の市街

地の暑熱環境においては，都市アメニティの観点からも水体による気温への冷却効果を活かすことが望まれ

る．それには類似の気圧配置下で生ずる局地循環 とくに海風の卓越風向とその風速の強弱が重要な役割を

果たすと指摘できた もっとも対象地域におけるこの河川水体の熱的に有する大気への意義は季節によっ

て変わりとりわけ水体は大気に対して夏季に冷源，冬季に熱源となる可能性が高い
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I はじめに だろう例えば，その一例として水辺空間を再生・

保全することや，冷涼な周辺大気を市街地内に誘

一般に都市域では地表の改変に伴う裸地や緑地， 導する「風の道」を確保することなどが挙げられる

ならびに水域の減少，建物の高層化・高密度化によ

る風の吹送の変化， 自動車や産業活動に起因する

人工排熱の増大など，様々な人為活動の影響を受

けて「ヒートアイランド（熱の島）」が形成されてお

り，都市内の気温は郊外と比較して高温に保たれ

ているまた，それによって夏季に真夏日や熱帯

夜の出現日数の増加，植物季節の変化，熱中症患

者の急増，局地的な短時間強雨の発生， さらには

空調の大醤使用によるエネルギー消費の増大など

都市の大気環境へ多くの影響がもたらされている

（尾島： 2002，鍋島ほか:2004,松本ほか:2006) 

このような都市市街地の高温化現象とそれに付

随する種々の問題に対して何らかの対策を講ずる

ことが喫緊の課題であり，今日までにそれなりの

解決策が図られてきた例えば NPOなどの主

導によって「打ち水」作戦と称する対応が施された

り，都心のオフィスビルで屋上や壁面の緑化が推

進されたりしている． しかしながら，これらの方

策がどの程度の実効を伴うのか不明であるのに加

え，それらが実行されてもなお， ヒートアイラン

ド現象の解消には至っていないのが実状である．

よって都市の， とりわけ夏季の暑熱環境を緩和す

るには， より大規模な対策を導入せねばならない

（例えば Ernst:1995など）．そこで注目される

のは，河道が風の通り道にもなりやすい都市内河

川の水体としての暑熱環境への緩和作用である

都市内河川の周辺域において鉛直，ないし水平

方向の気温分布を観測した結果から，河川のもっ

熱的な緩和作用について言及した例はこれまでに

もいくつか発表されている例えば片山ほか

(1990)は，福岡市の那珂川の周辺街路で気温や風

などを観測した結果から，海岸近くの市街地では

陸風から海風へ変化すると，河川上で3~4℃ほ

ど気温が低下することを明らかにしているまた，

村川ほか(1988,1990)は，広島市の太田川放水路

などの周辺市街地で観測を実施し，河幅が広くて，

建物が密集していない地域では河川の効果が波及

しやすく，気温が低下するなどの知見を得てい

るさらに清田ほか(2006)による，広島市の市街

地において凪の時間帯と海風が発達している時間

帯の河川周辺の気温を比較した報文があるそこ

では凪の時間帯でも河川近傍は低温であったけれ

ども，海風が吹送するとさらに気温が降下したこ

とを述べている．橋本ほか(2001)は，人工的に造

られた河幅の狭い運河でさえも，それが「風の道」

として機能していることを指摘している
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このような例から分かるように，都市内河川の

周辺域において気温分布の調査をした研究は従来

にも少なからず見られ，河川は市街地の暑熱環境

を緩和する機能を有することが明らかになりつつ

ある しかし，これまでの研究では建築や土木な

どの工学分野からのアプローチが多く，かつ，夏

季の晴天日を中心とした事例研究にとどまってい

る内容も少なくない河川の水体が周辺域の大気

に及ぼす熱的な影響をより詳細に掌握するには，

さらに多くの地域で観測を遂行し，多くの研究結

果を集約した形で客観的な事実を把握する必要が

ある（佐藤： 2006,2007)．近年，都市のヒートア

イランドの緩和対策は社会的にも関心を集めてお

り，都市内河川の周辺における熱的な大気環境を

研究する意義はきわめて大きい．

そこで本研究では東京の荒川と隅田川に挟ま

れた北千住周辺域を対象に観測を実施し，小気候

学的な視点から，都市内河川が周辺の市街地大気

に及ぽす熱的影響を明らかにしようと試みた． ま

た同時に，水体の温熱的な効果が水平的にどのく

らいの範囲にまで及ぶのかにも焦点を定めた．

Il 研究方法

1 観測地域の概要

本研究の研究対象地域として，東京都足立区の北

千住を中心とする東西約 5kmx南北約 4kmの地域

を選定した（第 1図参照）．この対象地域を挟む形で

荒川と隅田川が蛇行しながら西から東～南東へと流

れており，隅田川の両岸には日光街道の最初の宿場

町・千住宿として江戸時代ごろから栄えてきた北千

住（足立区）・南千住（荒川区）の市街地が広がる

この図から理解できるように対象地域のほぼ全

域が建物密集地であり，主に商業地域・近隣商業

れている．とくに北千住駅の西側は商店街・オフィ

一少念ら:‘‘‘ ”・・‘̀’ 

＂ 
‘‘” 

千や 各 l 
” "、濱夕 、

竺

＼
い

東

第1図 調査対象地域の概略図

ぼ中の〇印は移動観測点， ◆印は定点観測点，古印は橋上の定点観測点を示す．また， 日光街道の▼印： N~n間
と尾竹橋通りの▼印： O~o間は河川横断経路として徒歩で移動観測を実施した範囲を示す．なお．定点は以下の小
学校である． A:本木東小， B:千寿第五小， c:弘道小， D:千寿双葉小． E:大門小． F:第七峡田小， G:千寿
第八小， H:第二峡田小． I:第二瑞光小， J:こすげ小）
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